
神奈川・横浜デスティネーションキャンペーンコンセプト等制作業務 

提案書評価基準 

 

１ 基本的な評価事項 

受託候補者の特定にあたっては、最適な事業者を選定するため、公募型プロポーザル方 

式を採用し、評価点の最も高い提案者を受託候補者とします。 

 

２ 評価点 

提案書の内容及びヒアリングの内容を合せて評価し、評価点を与えます。評価委員１人あたり

の評価点の満点は １３５点とします。 

 

３ 評価点の最も高い者が２者以上あるときの対応 

評価委員の投票で多数決により当該同点者の順位を決定します。票数が同数の場合には審査委

員が協議の上、決定します。 

 

４ 評価委員会を欠席した評価委員の評価点の取り扱い 

評価委員が評価委員会を欠席した場合、その評価委員会の評価点は無効とします。 

 

５ 評価方法 

（１）評価項目、評価の着目点及び配点の詳細については、プロポーザル評価表のとおりです。 

（２）評価項目について、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価を行います。評価はＡ＝５点、Ｂ＝４

点、Ｃ＝３点、Ｄ＝２点、Ｅ＝１点とし、各項目の掛率を乗じた点数とします。 

【例：掛率が２の場合】 

評価がＡであれば評価点は ５点×２＝10 点 

評価がＢであれば評価点は ４点×２＝８点 

評価がＣであれば評価点は ３点×２＝６点 

評価がＤであれば評価点は ２点×２＝４点 

評価がＥであれば評価点は １点×２＝２点 

（３）全ての評価項目を絶対評価により採点します。 

（４）各評価委員の合計点の平均が 67 点を超えない提案は、不採用とします。 



【プロポーザル評価表】

A（５点） B（４点） C（３点） D（２点） E（１点）

業務実施体制・

配置予定者の経歴等

業務実施体制及び配置予

定者の経歴は極めて適切

である

ー

業務実施体制及び配置予

定者の経歴は適切である ー

業務実施体制及び配置予

定者の経歴は適切でない ×１ 5

業務実施スケジュール

各工程に必要な期間が極

めて適切に確保されてい

る

ー

各工程に必要な期間が適

切に確保されている ー

各工程に必要な期間が適

切に確保されていない ×１ 5

本事業と同種、類似業務

の取組実績

本事業への適正は極めて

高い

本事業への適正は十分に

高い

本事業への適正は高い 本事業への適正はあまり

高くない

本事業への適正は高くな

い ×２ 10

コンセプト案

独自の視点、明快さにお

いて極めて優れている

独自の視点、明快さにお

いて十分に優れている

独自の視点、明快さにお

いて優れている

独自の視点、明快さにお

いてあまり優れていない

独自の視点、明快さにお

いて優れていない ×２ 10

デスティネーションキャ

ンペーンの理解

キャンペーンの背景等の

理解は極めて優れている

キャンペーンの背景等の

理解は十分に優れている

キャンペーンの背景等の

理解は優れている

キャンペーンの背景等の

理解はあまり優れていな

い

キャンペーンの背景等の

理解は優れていない ×２ 10

コンセプトの狙いや

表現する価値

狙いや表現する価値は極

めて共感できる

狙いや表現する価値は十

分に共感できる

狙いや表現する価値は共

感できる

狙いや表現する価値はあ

まり共感できない

狙いや表現する価値は共

感できない ×２ 10

キャッチコピー案

語感やリズム等、印象に

残る記憶性において極め

て優れている

語感やリズム等、印象に

残る記憶性において十分

に優れている

語感やリズム等、印象に

残る記憶性において優れ

ている

語感やリズム等、印象に

残る記憶性においてあま

り優れていない

語感やリズム等、印象に

残る記憶性において優れ

ていない

×３ 15

ステートメント案

どのような体験や価値を

提供したいのか極めて明

確である

どのような体験や価値を

提供したいのか十分に明

確である

どのような体験や価値を

提供したいのか明確であ

る

どのような体験や価値を

提供したいのかあまり明

確でない

どのような体験や価値を

提供したいのか明確でな

い

×２ 10

各案の意図・表現の説明

各案の意図・表現の説明

は極めて共感できる

各案の意図・表現の説明

は十分に共感できる

各案の意図・表現の説明

は共感できる

各案の意図・表現の説明

はあまり共感できない

各案の意図・表現の説明

は共感できない ×２ 10

キャンペーンロゴ案

洗練されたイメージと親

しみやすさが極めて調和

している

洗練されたイメージと親

しみやすさが十分に調和

している

洗練されたイメージと親

しみやすさが調和してい

る

洗練されたイメージと親

しみやすさがあまり調和

していない

洗練されたイメージと親

しみやすさが調和してい

ない

×３ 15

各案の意図・表現の説明

各案の意図・表現の説明

は極めて共感できる

各案の意図・表現の説明

は十分に共感できる

各案の意図・表現の説明

は共感できる

各案の意図・表現の説明

はあまり共感できない

各案の意図・表現の説明

は共感できない ×２ 10

ガイドライン作成方針

ロゴの一貫性・正確性・

ブランド価値を守るため

に極めて適切である

ロゴの一貫性・正確性・

ブランド価値を守るため

に十分に適切である

ロゴの一貫性・正確性・

ブランド価値を守るため

に適切である

ロゴの一貫性・正確性・

ブランド価値を守るため

にあまり適切でない

ロゴの一貫性・正確性・

ブランド価値を守るため

に適切でない

×２ 10

活用例の制作 活用イメージの提示

ロゴマークやキャッチコ

ピーの親和性が極めて優

れている

ロゴマークやキャッチコ

ピーの親和性が十分に優

れている

ロゴマークやキャッチコ

ピーの親和性が優れてい

る

ロゴマークやキャッチコ

ピーの親和性があまり優

れていない

ロゴマークやキャッチコ

ピーの親和性が優れてい

ない

×２ 10

見積 見積額の内容

内容と金額内訳は極めて

適切である ー

内容と金額内訳は適切で

ある ー

内容と金額内訳は適切で

ない ×１ 5

135 0合計

評価の視点 掛率 配点
評価

採点

業務の内容に

関する事項

評価項目

業務内容遂行に

あたっての基本事項

コンセプト

の策定

キャッチコピー

の制作

ロゴデザイン

の制作


